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石橋を通読して、まっさきに感じとれたことはこれだけのものを纏める筆者の情熱であり、橋への愛情である。
しかも、１つ１つを自らレンズを通して見つめている写真から撮影者の暖かい心を感じとることができる。

　１つの橋を撮影するのにどれだけの時間がかかったであろうか。ゆきずりに

デジカメでスナップを撮るのとは違って、橋が呼びかけるものを写真にまとめるには適当な光を選ぶことが大切で、１日では満足した結果が出ないことも多かった相違ない。

また、撮影ポイントを見つけ出すためには結構な危険があったであろう。
　勿論　運が良い時には半日で目的を達することもあったであろうが、運が悪い時には２度、３度と通ったに違いない。桜の花と橋の組み合わせは著者の好む題材と見るが、桜が入るとその土地で桜の花の色が綺麗なのは年に１日、２日しか無いから　事はさらに面倒になる。そんなことは忘れて、ゆっくり、石橋とそれを包む景色を楽しみたいが、貧乏性には気になることである。
　ところで、私の好きな橋はどれですかと聞かれたら何と返事をしようか。

中国から伝来したアーチの橋よりも、小さな板橋や桁橋、方杖をもった橋に魅力を感じてしまう。具体的に名指しをすると以下のような橋になる。

１８ｐ　雲仙寺無明橋、４６ｐ　大寧寺磐石橋、４７ｐ　旧湯川家藍場川石橋
５５ｐ　行者橋　などである。

アーチ橋では

９ｐ　筏場橋、１３ｐ　萬年橋、２３ｐ　出会橋　３３ｐ石水寺門前眼鏡橋

などであろうか。

　中国の石橋を見る機会が何回かあったが、印象に残っているものとして、北京近くの盧溝橋、中支の石家荘にある　趙州橋を挙げることができる。いずれも今では世界遺産の候補になって観光客が殺到しているらしい。橋の名前を入れてネット検索すると結構な情報が流れている。
　前者は西暦1192年に建設され、後者は隋代の西暦700年代と言われている。

いずれも極めてフラットなアーチで、地盤の悪い処へ建設した技術は現代でも難しい領域に入る。恐ろしいまでの技術である。日本の石造りアーチの技術は中国から伝えられ、九州を中心に広まった。しかし、中身は中国のレベルから言うと二流の技術で日本も馬鹿にされたものである。こんなことを考えるものだから、石造りアーチを見ても感動しないのかも知れない。ゆとりの無い哀れな心情で、われながら悲しい。
　さらに付け加えて一言申し上げるのを許していただければ、２３ｐの轟橋（1934年）、６８ｐの轟木橋（１９２９年）など、大分県の橋が気になる。

　この年代は世界的な大不況の煽りで、日本も不況の波にさらされた。時の大蔵大臣は高橋是清で、全国規模で不況対策の土木工事を起こした。その結果、内務省の手で多くの橋が架けられたが、長野県を中心にコンクリートローゼ橋が多数架けられたのは有名な事実である。この視点からみると大分県の石造りアーチもその中のものかも知れない。とすれば、橋の中にコンクリートの餡子が入っているかも知れないと疑いたくなる。先人の技術を疑うようで申し訳ないが、確かめる必要を感じている。杞憂であればよいが。

　京都の古門前橋のようなことがあるかもしれないと感じている。

　そんな詮索はついでのことにして、今あるものをその自然の中で楽しめばよいと思っている。奈良時代や藤原時代のお公家さんだけでなく、地方の百姓さんが生活の中で、使い込んだ簡単な石橋に感動するのは年寄りのすがであろうか。

折に触れて古い石橋を鑑賞できる道を開いていただいた著者に心から御礼を申し上げる。どうも有難うございました。
